
評価
項目

評価指標 具体的手立て
現状（達成状況および対策）

＜児、保、教は、それぞれのアンケートの肯定的割合＞
＜×はアンケート未実施＞

自己
評価

関係者
評価

学校関係者評価コメント

①教育相談の実施
（アンケートは毎
月、教育相談は学期
1回）

＜児×、保71、教100＞
評価基準：教育相談の毎月実施と対策会議での十分な審議、実践

教育相談アンケートからの回答を踏まえ、指導に生かした。学年
間をまたぐ課題については、学校全体で共有し指導を行った。

4 4

②いじめへの対応
（予防・早期発見・
対応）

＜児100、保71、教100＞
評価基準：いじめ未解消件数0件

大きな問題には至っておらず、その場その場で指導をしたことや
保護者との連絡を密にしたことが、落ち着いた学校の雰囲気と
なって現れていると考える。

4 4

③道徳科授業の充実
（年間指導計画の完
全実施）

＜児92、保93、教100＞
評価基準：道徳科年間指導計画の完全実施

参観日での授業参観で道徳科の授業を行った。児童の道徳科への
取り組み方も高い評価が得られた。

4 4

④あいさつの奨励

＜児92、保86、教86＞
評価基準：自己評価アンケート80％

以前と比べると、ずいぶんとあいさつがよくなってきた。個人差
が大きいので、保護者への啓発を含めて、今後も指導を継続して
いく。

3 3

①無言清掃の徹底

＜児96、保100、教100＞
評価基準：自己評価アンケート80％

少ない人数の中、児童は一生懸命相似に取り組んでおり、本校の
よい伝統となりつつある。教師も一緒に清掃することで、何とか
校内の美化環境を維持することができている。

4 4

②履き物並べの徹底
（整頓率８５％）

＜児100、保100、教100＞
評価基準：整頓率85％

児童トイレ、体育館トイレ、児童靴箱ともにほぼ整理されてい
る。継続指導の成果が現れている。

4 4

(1)望ましい人
間関係の醸成

(2)校内美化と
整理整頓
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※　評価・・・・大変良い　４点　　良い　３点　　もう少し　２点　　改善を要する　１点



(3)自主的・自
発的活動の推進

①係活動や児童会活
動の活性化

＜児100、保93、教100＞
評価基準：定期的なじゃれあいタイムの実施

じゃれあいタイムでは、各学年に企画・運営を任せている。児童
の考えを全校に伝えることにより、積極的に参加しようとする態
度や主体的な運営の力をつけることができた。

4 4


